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Ⅰ はじめに 

 

Webサイトの情報を高齢者・障害者にも読みやすくする

ための配慮事項が、平成16年6月に日本工業規格として制

定された（JIS X 8341-3）[1]。これ以後、公共機関のサイト

がこの指針に合致しているかどうかは人々の関心を集め、

日経BP社などがその点検を行い、結果をWeb上で報告し

ている[2]-[5]。 

特殊教育関連機関は、公共機関であると同時に、障害児・

者の窓口的な存在であることから、そのWebサイトのアク

セシビリティ向上を率先的に進めることが求められる。そ

こで、これら機関のWebサイトのアクセシビリティを点検

し、その結果を報告することで、アクセシビリティの向上

を促したいと我々は考えている。今回は、教育委員会、及

び（特殊）教育センターのサイトを対象として点検したア

クセシビリティ状況について報告する。 

 
Ⅱ 方 法 

 
１．点検期間 

点検は、平成17年9月9日から20日の約2週間（実際

の作業は6日間）に実施した。 

 

２．点検対象とWebページ 

今回点検したのは、各サイトのトップページと、ここか

らリンクされているページのうち、同じドメイン内にある

ページの HTML ファイルである。Web ページにスタイル

シートを使っているサイトでは、HTML ファイルと CSS

ファイルの両方が点検されるので、その機関の問題数は、

両者の問題数を足しあわせた数とした。ページにフレーム

を使っている場合は、フレームが指し示すHTMLファイル

を点検した。 

 

３．アクセシビリティ点検ツールと手順 

点検対象 Web サイトのファイルを一括ダウンロードし、

ダウンロードしたファイルを WebInspector4.0（富士通）[6]

で JIS X 8341-3の基準に従って点検した。 

 
 

４．点検結果の表示方法 

問題ありとされた項目を 8 つのカテゴリー（優先度 1、

優先度2、優先度3、その他の4カテゴリー。さらに各カテ

ゴリー内を「修正」と「確認」に分類）に分類した。さら

に、JIS X 8341-3に対応した問題数を計数した。 

 

表1 アクセシビリティを点検した教育機関の内訳 

機関の種別 自治体の種別 チェックできた機関数

都道府県 47 教育委員会 

政令指定都市 13 
都道府県 47 (特殊)教育セ

ンター 政令指定都市 8 
合計  115 

 

Ⅲ 点検の結果 

 

１．機関ごとの問題数の分布 

グラフは、全問題数を総点検ファイル数で割った値であ

る。10～40に最も多くの機関数が集まっている（教育委員

会…75.0%、教育センター…72.7%）が、100を超える機関

も少数（4 機関ずつ）あった。教育委員会とセンターの間

で状況に大きな違いはなかった。 
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図１ 問題数の分布（教育委員会） 
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図２ 問題数の分布（教育センター） 

 
*本稿は、本調査研究中間報告書（2006年）からの再掲である。 
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２．点検項目ごとの問題数の分布 
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図３ 点検項目ごとの問題数の分布 

 
どのような問題が多く指摘されたかを見るため、JIS X 

8341-3の点検項目ごとに問題数を計数し、ファイル数（全

機関のファイル数の総和）で割った平均値を棒グラフに示

した（図3）。計数された項目は20種類である。 

図３を見ると、1 ページ当たりの問題数が顕著に多かっ

た点検項目は、5.2c、5.3e、5.4a、5.4b、5.6a、5.6c、5.9a、

5.9e（これらは、JIS X 8341-3における項目番号）であるこ

とがわかる。これらの内容を順に見ていこう。 

5.2cは、表に適切なタイトルや要素のマーク付けがない、

構造が複雑であるなどの問題である。 

5.3eは、ページの全部または一部が自動的に更新される問

題である。 

5.4a と5.4b は、画像にテキストなどの代替情報が提供さ

れていない問題で、視覚障害者のための配慮事項として最も

頻繁に例に挙げられる。 

5.6aは、文字のサイズとフォントを固定している問題である。

ページ当たりの問題数では最も多い。 

5.6cは、文字色と背景色のコントラストが不足して文字が読み

にくい問題である。弱視者、及び色覚に障害のある人への配慮

を指摘されることが多い。ファイル当たりの問題数では、5.6aに

次いで2番目に多い。 

5.9a は、使用している自然言語を明記していない問題で

ある。 

5.9e は、単語の途中にスペース又は改行を入れている問

題である。 

 

Ⅳ まとめ 
 
特殊教育諸学校のWebサイトのアクセシビリティを、点

検ツールWebInspectorを使って点検した。アクセシビリテ

ィを向上するために修正が推奨される要件の指摘される割

合が多かった。機関ごとの問題数の分布からは1ファイル

当たり問題数50未満の機関が7割を占める一方で、問題数

が100を超えるサイトも、教育委員会・教育センターとも

4機関ずつあった。JIS点検項目では、先に特殊学校を調査

した時と同様に、文字のサイズの固定、見えづらい色の選

定の問題が最も多かった。これに加えて、単語中へのスペ

ース挿入などは、アクセシビリティ問題への認識が欠けて

いる結果といえる。 

Webアクセシビリティの確保は、HTMLファイル作成技

術の要件に加えて、アクセシビリティ指針の認識が大きな

役割を果たす。今回の調査結果を公表することで、教育委

員会・教育センターにおけるWebアクセシビリティの認識

向上に役立てたい。

文字色と背景色のコントラストが不足して文字が読みにくい

文字のサイズとフォントを固定している 

画像にテキストなどの代替情報が提供されていない 

ページの全部または一部が自動的に更新される 

表に適切なタイトルや要素のマーク付けがない 
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研究所Webサイトのアクセシビリティの向上に関する検討 

 

渡辺哲也 

（教育支援研究部） 

 

Ⅰ はじめに 

 
 研究所 Web サイトの［刊行物一覧］のページでは、

研究所が発行した刊行物を PDF 文書の形式で提供し

ている。この PDF 文書のアクセシビリティについて

はいくつかの問題があることが分かっている[１][２]。具

体的には、スクリーンリーダ（視覚障害者向けのパソ

コン画面読み上げソフト）で読み上げができないこと

がある、スクリーンリーダによる読み上げ方が理解し

づらいことがある、読み上げ位置や読み上げの単位を

ユーザが細かく指定できない、などの問題である。特

に、Acrobat 4.0 以前に作成された PDF 文書はアクセ

シビリティの課題に正式に対処していないため、読み

上げられない場合が多い。そこで、研究所で公開して

いる報告書の PDF 文書をスクリーンリーダで適切に

読めるかどうかを、視覚障害者自身に調査してもらい、

その結果をもとに改善策を考察した。 
 

Ⅱ 調査方法 

 
１．調査者 

 視覚障害者 1 名。年齢は 25 歳（調査当時）。大学院

理学研究科数理科学専攻修了。スクリーンリーダ利用

歴は 13 年。普段から音声支援でパソコンを操作して

いる。 
 
２．方法 

１）研究所 Web サイトの［刊行物一覧］－［プロジェ

クト研究等報告書］のページから、それぞれの報告書

を選択して PDF 文書をダウンロードする。 
（http://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankobutsu/
pub-c.html） 
２）PDF 文書閲覧ソフト（Adobe Reader 7.0）とスク

リーンリーダ（PC-Talker XP Ver.2.01）を使って、ダ

ウンロードした PDF 文書のアクセシビリティをチェ

ックする。具体的には、各々の報告書の中の 1 番目ま

たは 2番目のPDF 文書を Adobe Reader で開き、shift
キーを押して全文読みができるかどうか（PC-Talker
の機能）を確認する。更に、理解しやすい順序で内容

が提示されるかどうかについても確認する。必要に応

じて、状況についてコメントを記す。 
３）Adobe Reader の［文書のプロパティ］コマンド

を使って、PDF 文書の作成年月、PDF のバージョン、

作成したアプリケーション、PDF 変換ソフトを記録す

る。 
 対象としたプロジェクト研究報告書は、最近 10 年

の間に発行された 31 冊（C-61：平成 18 年 3 月発行～

C-31 平成 10 年 3 月発行）である。 
 

Ⅲ 調査結果と考察 

 
 調査結果を表 1 に示す。31 冊の報告書のうち、読み

上げ可能だったのは 13 冊のみで、他の 18 冊は読み上

げられないか、あるいはファイルが見つからなかった。 
 調査前には、読み上げの可否は、作成アプリケーシ

ョン、PDF 変換ソフト、PDF 文書のバージョンに依

存すると予測していた。しかし、読み上げの可否で報

告書を分類・比較してみたが、PDF 文書の属性との明

確な関係は見られなかった。 
 現時点で読み上げられない PDF 文書をアクセス可

能とするには文書にタグを付け、テキストを流し込む

作業が必要となる。しかしこの作業は繁雑で時間がか

かるため[2]、より簡単な情報保障手段として、同じ内

容のテキスト文書をダウンロードできるように Web
ページに掲載することを推奨する。なお、その際には

以下の 2 点に配慮しておく必要がある。 
 
① 図がある箇所には、図の説明を挿入すること。 
② 表は、行単位で読んだときに理解しやすい形式

に変更すること。 
 
 スクリーンリーダで読み上げらないこと以外にも、

改善すべき問題が数種類指摘された。それらの内容と

その修正案を順次説明する。 
 
(1) ファイルサイズが大きすぎる（C-36、C-53） 

【問題】 
 報告書 1 冊を一つの PDF 文書とした場合、文書が

大きくなることがある。調査者がファイルサイズが大

きいと感じた報告書は 1.87MB（C-36）、9.4MB（C-53）
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というサイズだった。文書が大きすぎると、文書を開

いたり、ダウンロードしたりするのに時間がかかる。

その間はコンピュータからの音声が途絶えるため、ユ

ーザはシステムが正常に動いているのかどうか不安に

なる。 
【修正案】 
 報告書を章ごとに分けて PDF 文書にする。 
 リンク情報に、文書の種類とファイルサイズ（例：

50KB など）を記載しておく。 
 
(2) リンク項目のテキストが分かりにくい（C-39～

44、C-47～49） 

【問題】 
リンク項目のテキストが「PDF」や「表示」と書かれ

ているため、内容を予測できない（図 1、図 2）。目的

とする内容であるかどうかを確かめるには、文書を開

かなければならない。 
【修正案】 
 リンク項目には文書の内容（ここでは章のタイトル）

を記す。よい例を図 3 に示す。 
 

 
図 1 リンクのテキストに「PDF」としか書かれていな

いため、リンク先の内容を予測しづらい。下線のつい

ているテキストがリンク項目である。図 2、図 3 も同

じ。 

 

 
図 2 リンクのテキストに「表示」としか書かれてい

ないため、リンク先の内容を予測しづらい。 

 
図 3 リンクのテキストに章のタイトルが書かれてい

るので、リンク先の内容を予測できるよい例。 

 
(3) リンク項目の代わりにボタンを使用している

（C-45、C-45） 

【問題】 
 リンク項目の代わりにボタン（<input type=" 
button">）を使用しているため、右クリック-「対象を

ファイルに保存」を使えない。（図 4） 
【修正案】 
 他の報告書と同様に、リンク項目（<a>タグ）を使

用する。 

 
図 4 リンク項目の代わりにボタンを使っている例。 

 
(4) 「プロジェクト報告書」のページから、直接、

報告書にリンクされている 

【修正案】 
 他の報告書と同様に、報告書ごとのページを設け、

そこから各章の PDF 文書へアクセスできるようにす

る。 
 
(5) 目次しか掲載していない 

【修正案】 
 本文も掲載する。 
 
(6) ファイルをアップしていない 

【修正案】 
 ファイルをアップする。 
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Ⅳ まとめ 
 

PDF 文書のアクセシビリティに着目して、研究所

Web サイトのアクセシビリティをチェックした。具体

的には、視覚障害者が研究所の刊行物を読もうとした

状況を模擬して、その際に起こるアクセシビリティの

問題を調査した。その結果、アクセシビリティの確保

された PDF 文書の冊数は 13 冊にとどまった。また、

PDF 文書のアクセシビリティ以外にも、リンク項目の

表示の仕方やファイルサイズなど、利用しづらい点が

見つかったので、それらの修正案も提示した。この調

査結果を活用して研究所 Web サイトを改善すること

が望まれる。 
 

付 記 

 
 アクセシビリティ調査は平成 18 年 10 月から 11 月

にかけて行い、本稿は平成 19 年 3 月 6 日時点の Web
ページをもとに構成した。 
 平成 19年 1月現在のPDF文書のアクセシビリティ

状況や、アクセシビリティの確保の方法について、付

録に詳しく記したので参照されたい。 
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